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1.は じめに

大手前大学(以 下、本学)で は2007年 から 「日本語

表現」 とい う科 目名で学生の日本語能力向上のための

授業を開講 してきた。本科 目は初年次必修4科 目の1

つ として、「フレッシュマンセミナー」「英語表現」「情

報活用」 と並び実施 され、春学期は 「読む ・書 く」、秋

学期は 「話す ・聞 く」をテーマ とした授業を展開して

きた。 しかし4年 間続いた本科 目は、2011年 度から閉

講 となる。

そ こで本稿は、初年次必修科 目としての 「日本語表

現」が閉講になることを受 け、2010年 度秋学期の 「話

す ・聞く」に焦点を充ててプ レゼンテーシ ョンをはじ

めとする実施内容を振 り返 り、2011年 度からの新カ リ

キュラムへの示唆を与えることを 目的 とす る。特に本

科 目の教育体制 と受講学生のコメン トを中心に考察 を

行 う。具体的には、以下の項 目について報告す る。1)

2010年 度秋学期(「話す ・聞く」)における授業概要 と、

目標設定を明確にするための授業設計書に基づ く授業

運営方法を紹介する。2)学 生の実際の学習活動 をWeb

上の振 り返 りツールお よび最後の授業に学生が記入 し

たコメン トから振 り返る。3)学 習成果 と今後の課題 を

明確にす る。

2.「 話 す ・聞 く」の授業内容

2.1.授業概要

2.1.1シ ラバス

2010年 度秋学期 「話す ・聞 く」のシラバスにおける

「授業のねらい」「授業の到達点 ・学習成果」および 「授

業計画」は次の とお りである。

【授業のね らい】

日本語は、 自分の人生を描き、そ してその人生を

進む うえで欠かせない基本的な言語ツールです。 日

本語表現では、 日本語の美 しさを見直 し、そ して他

者の心を動か し、また、その多様性を理解 し、さま

ざまな場面での表現方法を身につけることを目指 し

ます。美 しい表現には リズムがあり、人の心を動か

します。そ して人の心を動かす表現 とは、人を説得

する文章です。具体的には、さまざまな 日本語表現

を分析 し、その分析によって得 られた結果を運用 し

て、問題解決のための考える力、自己を表現す るカ、

表現者 としての 日本語表現能力を育成 します。

【授業の到達点 ・学習成果】

「書 く・読む」「話す ・聞く」とい う4つ の言語活

動 を駆使 した 日本語表現を身につけます。そして、

大学生 として、また社会人 として必要な創造 陸や分

析能力(論 理的思考)、プレゼンテーション能力を磨

きます。 自己 と他者 との関係を見つめなお し、また

チームでのプ レゼンテーションを通 じて、チームワ

ークを養います。

【授業計画】

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第ll回

第12回

第13回

第14回

第15回

話しことばの特徴

あいさっや受け答え、自己紹介

話しことばと音声の関係

話す時のポイントと良い聞き方

話す訓練、話上手になる方法

豊かな表現方法

正しい敬語表現

状況に応じた適切な敬語表現

さまざまな場面での敬語表現

電話対応と自己PR

検定対策

「話しことば検定」模擬試験

検定対策

総復習

「話しことば検定」受験

2.1.2検 定試験の概要

授業の具体的かっ客観的な 目標 として、NPO法 人 日

本話 しことば協会が主催する 「話 しことば検定」の3

級を学生全員が受験 し、 さらに高い レベルを目指す学
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生には2級 の併願を可能とした。本検定試験の詳細は

下記のとおりである。

【試験の区分 と程度】

・3級:社 会の中でよい コミュニケーションができ、

ビジネスシーンにも適応できる、話 しことばの基

本的能力を持っている。

・2級:社 会生活のさまざまな場面や ビジネスシー

ンに的確 に対応できる話 しことばの能力を持っ

ている。

【試験の領域】

・話す ・聞くの基本 と実践

・語彙 ・敬語 ・その他

・音声言語の知識 と表現技術

・挨拶 ・受け答え ・ビジネスシーンでの運用など

・ス ピーキング(2級 のみ)

【試験の方法】

・筆記テス ト30分(100点)

・リスニングテス ト30分(100点)

・ス ピーキングテス ト(2級 のみ)1人 約3分

(事前にテーマを与えられ る一分間スピーチ と

当日問題の2問 である。 ちなみに2010年 度の一

分間スピーチのテーマは、「心に残る一冊の本」。)

【合格基準】

・筆記 ・リスニングテス ト:3級 ・2級 とも同じテ

ス トを使用。それぞれ100点 満点の うち3級 は

70点 以上、2級は80点 以上を合格の 目安 とする。

・ス ピーキングテス ト:2級 スピーキングテス トは

A・B・C・D・Eの5段 階で評価 し、C以 上を合

格の目安 とする。

2.1.3ク ラス編成とターム制

前述のように、授業の具体的な目標 として 「話 しこ

とば検定」の3級 お よび2級 を期末試験に設定し、3

級は履修生全員、2級 は希望者のみの受験 とした。

目標に向けた適切な授業運営のために、クラス編成

もそれに合 った形で行った。具体的には、話 しことば

検定2級 合格程度の実力獲得をめざすAコ ース と3級

合格をめざすBコ ースを設定 し、能力ではな く本人の

意思によってクラス編成を行った。Aコ ースが15ク ラ

ス(1ク ラスあた り約20名)、Bコ ースが17ク ラス(1

クラスあた り約35名)の 計32ク ラスが編成 された。

また、他の必修科 目と同様に半期15回 の授業を5週

ごとの3っ のタームに分けるターム制 をとり、あるタ

ームの授業を受けてコース変更を希望する場合には次

のタームか ら別のクラスに移 ることを可能 とし、学生

の学習意欲に柔軟に対応できるクラス編成 を行った。

2.1.4担 当教員

本科 目は、科 目が設置 された2007年 当初か ら本科 目

を担当した教員と2010年 度か ら初めて担当する教員

数名が混 じった形で、専任教員3名 、非常勤講師11名

の合計14名 により担当された。専任教員は、プレゼン

テーションの演習科 目を他に担当している教員1名 と、

英語の教員2名 であった。非常勤講師は、国語の教員

の他に英語の教員、放送局のOB、 元アナ ウンサー、

俳優、そ して専門が法学や演劇であるなどさまざまな

分野の経歴を持つ講師が担 当した。演劇 ・アナウンサ
ー等 「話す」ことを専門とする教員か らは発声や発音

方法の教え方について、また国語教員からは国語の専

門家 としての意見が授業前後のFDに おいて活発に情

報交換 され るなどした。

2.1.5授 業 内容

授業の明確な目標 を検定試験に設定 したことか ら、

授業のテキス トには、 日本話 しことば協会が出版す る

「話 しことば検定3級 テキス ト(CD付 き)」 を使用

した。

授業内容は、学生に1人1回 以上課せ られる1分 間

スピーチと、テキス トに添った講義および検定に関す

る演習を中心とした。2級受験を目指すAコ ースでは、

3級 のテキス ト内容に加 えて2級 の内容 も盛 り込んだ

授業を実施 し、特に1分 間スピーチの練習に関しては、

全学生が全15回 授業の中で2回 は練習のための発表が

できるように設定 した。

2級 受験者のス ピーキングの指導については、授業

担当の非常勤講師にチューター としての授業外個人指

導を依頼 し、受験者 はこの個人指導を数回受 けてから

試験に臨むことを可能にした。

授業外課題は毎週出題 し、その内容 は検定の筆記お

よび リスニング問題を念頭に置いた問題 とした。

検定試験の結果にっいては、第3章 にて述べる。

2.2.授 業設計書と目標設定

2.2.1授 業設計書

2010年 秋学期からは、シラバスよりもさらに詳細に

回別の学習 目標を設定 した 「授業設計書」を作成 し、

学生の学習活動を明確にした。以下に授業設計書にお

ける 「秋学期の学習目標」と 「回別学習 目標」(例 とし

て第1回 から第5回)を 示す。前述 したシラバスと比
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較 されたい。

【秋学期の学習 目標】

・公的、私的な場面において、良好な人間関係 を構

築 し保っために、適切な話 しことばを用いること

ができる

・相手に 自分を印象づ ける話 しことばのテクニ ッ

クを自己紹介お よびプ レゼ ンテーシ ョンの中で

用いることができる

【回別学習 目標】

[第1回]
・人間の心や行動に働 きかける話 しことばの機能

を説明することができるよ うになる

・話 しことばと書 きことばの違いを説明できるよ

うになる

・公 の場 と私的な場における会話表現の違い を説

明することができるようになる

[第2回]

・公的 ・私的な場面においてマナーを守ったあい さ

つをすることができるようになる

・タイ ミングの良い受け答えをできるようになる

・自分 を印象付けるエ ピソー ドを用いて 自己紹介

できるようになる

[第3回]
・よい声のポイン トを列挙できるようになる

・腹式呼吸法を意識 して発声す ることができるよ

うになる

・声の大きさ、高さ、速度、問、抑揚、プロミネン

ス、アクセン トに注意 して発声することができる

ようになる

[第4回]
・よい話 し手 となるためのポイン ト(相 手、場面、

内容)を 説明す ることができるようになる

・聞くときに留意するポイン ト(メ モの活用、適切

なあいつち)を 実践できるようになる

[第5回]
・話上手になるために、話を三段構成法あるいは四

段構成法で組み立てることができるようになる

・聞き手の心をっかむポイン ト(感 情に訴える ・話

の切 り出しを工夫する)を 実践できるようになる

以上のような回別学習目標の明確化は、学生が目標

を意識 して授業を受けられるようにすることに加え、
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複数教員で行われる授業において教員の意思を統一す

ることを目的として実施したものである。

3.学 習活動 の振 り返 り

3.1.学 習 目標チェックシート

学生 には前述の回別学習 目標を意識 させ るために

「学習 目標チェックシー ト」を毎回配布 し、授業の詳

細に関する習熟度をチェックさせた。図1に 第3回 授

業における学習 目標チェックシー トの例を示す。A、B

クラス欄については、各クラスで 「必ず達成」すべき

項 目を 「◎」、「できれば達成」すべき項 目を 「○」 と

して区別 して示 した。授業終了時には左 の列のチェッ

ク欄へ、「できるようになった」場合は 「○」、「大体で

きるようになった」場合 は 「△」、 「まだできるように

なっていない」場合は 「×」を記入 させた。

授業終了時には、毎回上記のよ うな 「○」、「△」、「×」

とい うデジタルな形式の簡単なふ りかえりを実施 した

が、授業後にはさらに、Webシ ステムを使用 して学習

のアナログな振 り返 りを行った。 これ については次節

において述べる。

【学習目標1発 声と発音】

エ

ク千ノッ
項 目

A

クラス

B

クラス

発声と発音の仕組みを説明できるようにな

った(キ ーワー ド:気管、声帯、振動)
0 0

腹式呼吸の方法を説明できるようになった 0 O

腹式呼吸の方法を理解し、できるようにな

った
0 0

母音の発声方法(口 の形、開き具合)を 説

明し、発声できるようになった
O O

無声子音について説明できるようになった 0 0

日本語の音 拗音、促音、機音とは何かを

具体的に説明できるようになった
O O

滑舌法の目的を説明できるようになった 0 0

図1学 習目標チェックシー ト(第3回 から抜粋)

3.2.「確 認くんプログ」による学習活動の振り返り

3.2.1「確認くんプログ」

本学開発の携帯電話対応LMS「 確認 くん⑭」の一モ

ジュール として 「確認くんプログ」 とい う振 り返 りツ

ールがある。「確認 くんプログ」は、毎回の授業での振

り返 りができるように設計 されている。

この振 り返 り内容は、学生が実際に授業を受けた上

で学び取ったことや感 じたことの反映である。次項に

振 り返 りの内容の一例を示す。

3.2.2「確認くんプログ」での振 り返 り内容

下記は、学生が各回の授業内容や授業で感 じたこと
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を実際に 「確認くんプログ」に記録 した内容である。

各回の授業内容に関するコメン ト、お よび1分 間ス

ピーチに関す るコメン トを抜粋する。Appendixか ら、

さらに詳細のコメン トを参照されたい。

【授業内容について】

[第1回 話 しことばの特徴]
・日本語表現のテーマが「読む ・書 く」か ら「話す ・

聞く」に変わるだけで考え方や特徴が変わること

に奥深 さを感 じた。

[第2回 あい さつや受け答え、自己紹介]
・今 日は、当た り前だと思っていた 「あいさつ」の

ことを学びま した。今 日の授業を受けて、ついつ

いあいさっを 「どうも」ですましていることがあ

るなと改めて思いました。当た り前だ と知っては

いても、実際はそんなにあいさつについて考えた

ことは無いなと感 じました。

[第3回 話 しことばと音声の関係]
・腹式呼吸の練習をしましたが、息す らうまく吸 う

ことができず、運動不足だなと思いました。スピ

ーチ練習で原稿忘れの人が
、まったくスピーチで

きておらず、ちゃん と書いて練習 しておこうと思

いました。

[第4回 話す時のポイン トと良い聞き方]
・LeadとReadの 話 を聞きました。話す側も聞く側

も相手を思いやることが大事だと思いま した。い

い話を聞けてよかったです。

[第5回 話す訓練、話上手になる方法]
・今 日は、ターム末テス トだった。悩んだ末にどう

や ら間違 えたのが1問 あったが、全体的にはまあ

まあできた と思 う。学習の方は、話す ときのポイ

ン トについて学んだ。フレッシュマンのインタビ

ューの授業でも、直接 役に立つ らしいので、授業

としてはもちろん、その辺 も意識 して学べたら良

いなと思 う。

[第7回 正 しい敬語表現]
・今回は敬語の勉強をしま した。尊敬語 と謙譲語の

違いが今までずっとわか らなかったので教 えて

もらってよかったです!今 回、リスニングの練

習でだいぶ理解 できたのでこれからも頑張 りた

いです。

[第8回 状況に応 じた適切な敬語表現]

・敬語のよくありそ うな間違った使い方 をしった。

二重敬語のほかにも、さ入れ言葉など、やってし

まいそ うな間違いがあったので、気をつけたい。

[第9回 さまざまな場面での敬語表現]
・少 しずつ尊敬語、謙譲語、丁寧語、美化語を区別

できるようになってきた。仕事場にふ さわしい敬

語表現がわかるようになった。

[第10回 電話対応 と自己PR]

・電話対応 は、バイ トで しないといけない ときがあ

るから、特にしっか りとできるようにな りたいと

思った。

[第14回 総復習]
・フレッシュマ ンセ ミナーでの発表を聞いていて、

丁寧にお詫び をしているのに使 い慣れ ていない

感が丸出しで、逆に胡散臭 くなっている人がいま

した。 自然で使い慣れた敬語を使えるよ うになる

には、授業から出た敬語を使わな くてはならない

のですね。

[第15回 「話 しことば検定」受験]
・1年 間のこの授業を通 して、 日本の社会に出るう

えで必要な、読む、書 く、話す、聞 くの基礎 を身

につけることができた と思 う。授業 自体 もとても

楽 しかったです。あ りが とうございま した。

【1分間スピーチについて】

・自己紹介で、見た 目だけでは分か らない他人の一

面を知ることができた。私は友達を作ることが苦

手なので、こういった機会を大切にしたいと思っ

ている。でも、いざ自分が自己紹介 となると 緊

張して1分 間もしゃべっていられなさそ う…。原

稿用紙 に言いたいことをちゃん とま とめてお こ

う!

・1分 間スピーチであがってしまい、はっき りと声

を出せなかった。発声練習 しておいた方が良いの

だろうか…

・他の人の自己紹介 を聞いてい ると緊張感が とて

も伝わってきて良い刺激になります。次の自己紹

介の時は手が遊ばないよ うに気を付けて分か り

やすい自己紹介をしたいです。

・何かの本で 「緊張は自分を成長 させ るもの」だと

書かれていたけどやっぱ り緊張す るのは嫌だ。で

も、終わった後もう一度同じようなことがあった

とき大丈夫そ うだと思った。

・今 日はいよいよ、自己紹介文の発表の順番がまわ

ってきた。思った以上に緊張 してしまい、最後の

方は声も若干震えていた気がす る。途中から下書
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きともずれていって しまい、ア ドリブも少 し混ぜ

て、何 とか無事終わった とい う感 じである。特に

気 になったのは、先生も言っていたが、理論的に

はある程度分かっているつ もりだった、ポーズや

プロ ミネ ンスがほ とん ど活用 できなかった こと

だ。また、このような{rr会があればりベ ンジした

いと思 う。

・今 回も自己紹介は当た らなかったけど皆 のを聞

いてた ら、上手 く喋ってる人は全 く緊張してるよ

うに見えない し、印象深 く頭 に残った。 面白く

て興味を誘 う用な喋 り方は見習いたいと思った。

・今 日はみんなの前で 自己紹介 をしました。書いた

紙 を見ながら話 していたので、ただ読んでいただ

けになってしまいま した。咄嵯に自己紹介 をする

時な どはメモなんてないのだか ら、これか らは伝

えられるよ うに していきたいです。

・自己紹介 も後半戦になって くると個性 的な人が

出てきて、聞いていてとても面 白かったです。 自

分もコミカル な自己紹介 にしても良かったのか

な?と 思いま した。

・今 日は発表をして、先生に滑舌法をす るように言

われたので、練習 しようと思った。

3.2.3振 り返り内容の考察

秋学期 「話す ・聞く」の授業は、プレゼンテーシ ョ

ン能力やマナー向上をね らった多岐にわたる内容で構

成 されている。3.1節 にて述べたように、毎回の授業は

「学習 目標チェックシー ト」によって授業のポイン ト

を明確化 した うえで行 った。「確認くんプログ」での振

り返 り内容からは、授業のポイン トを意識 して授業に

臨み、就職やアルバイ ト、その他 の授業な どと結びつ

けた形で、反省 と今後の 目標を踏 まえた振 り返 りがで

きていることがうかがえる。1分間スピーチに関する振

り返 りも、自分 自身のス ピーチに関す る振 り返 りだけ

でなく、他の学生のスピーチを聴いて感 じた ことや気

づいたことを自らのスピーチの向上へ とっなげている

ものもある。また、自らが行ったスピーチ と、実際に

それまでの 日本語表現の授業で学んだことを関連づけ

て、今後に向けた反省 を書いている例もある。

具体的な目標 として検定試験 を掲げているにもかか

わらず、 目標設定シー トにより、最終 目標である 「検

定合格」ではな く、「話 し方」や 「スピーチ」 「敬語の

使い方」などより詳細な 目標を一つずつ振 り返 り、そ

れが身についてい く過程を確認 していることが注 目に

値す る。
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ただ し、毎回の授業における 「確認 くんプログ」へ

の記入は任意 としていたため、比較的意欲の高い学生

のデータであることをことわってお く。授業内容 と実

際のプ レゼンテーシ ョンの場面 との関連を見出 し、能

力向上のための振 り返 りや計画を促 してい くための仕

掛 けが必要なものと思われる。

3.3.最 終授業時の振り返り

秋学期の最後の授業の終わりに「1年間の授業であな

たが学んだこと」とい う題 目で学生に原稿用紙1枚 に

自由記述を書かせ、合計で581名 の回答を得た。前述

の 「確認 くんプログ」のコメン トと共に、「日本語表現」

の 「話す ・聞く」において学生自身が 「学んだ ・得た」

と思ったことが率直に表現 されてお り、授業の教育効

果 を知る上で貴重な資料 となる。

学生には原稿用紙に文章で書いて もらったが、その

中か ら特に明確な内容 について抜粋 して、以下に分類

して紹介す る。特に回答の多かった順 にコメン トを紹

介 し、コメン トの詳細については、Appendixに て示す。

・敬語について学ぶことができた……211件

(尊敬語 と謙譲語、丁寧語の違いについて学んだ、

二重敬語の間違いに気がついた、敬語を使 う難 し

さを知った、敬語の使い方の間違いに気付いたな

ど)

・ス ピーチの方法を学ぶ ことができた(1分 間スピ

ーチや 自己紹介)… …41件

・発表やパブ リックスピーキングの時の言葉づか

いについて学ぶことができた……19件

・日本語のポーズ ・イン トネーシ ョン ・プロミネン

スなどを学ぶことができた……18件

・コミュニケーシ ョンの楽 しさ、大切 さを学んだ

……13件

最も多かったコメン トが 「敬語を学んだこと」につ

いてであ り、実際にアルバイ トな ど学外で直接影響の

ある内容について言及 されていることが興味深い。 さ

らに、1分 間スピーチにっいても、授業では学生は発表

を1度 しかしていないにも関わ らず、授業で他の学生

が発表することを 「聴 く」 ことにより学ぶことも多か

ったようである。 さらに、発表やパブ リックスピーキ

ングの話 し方 とプライベー トスピーキングの話 し方の

違い、 日本語特有のポーズやプロミネ ンス、さらには

「話 しことば」の授業を通 して、コミュニケーシ ョン

の楽 しさ、そ して大切 さを学んだことも注 目に値す る。
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4.授 業成果 と今後 の課題

4.1.検 定結果

前述のとお り3級 は受講生全員が受験 し、2級 につ

いては希望者のみが受験 した。2級 の受験者は、全受

講者888名 の うち160名(約18%)で あった。2級 合

格程度の実力獲得を目指すAコ ースは322名 であった

が、併願受験料を支払 う必要 もあり、最後に受験 を諦

めた学生もいたよ うである。

ちなみに 「日本語表現」ではじめて 「話 しことば検

定」を実施 した2008年 度の2級 受験希望者 は7名 で

あ り、2009年 度は91名 、そして今回の2010年 度は

160名 と希望者は年々増えることになった。これには、

2008年 度から継続 して 「日本語表現」を担当す る教員

自身が検定の内容を熟知 し、学生に対 して上位の検定

受験を促す ことへの自信が教育効果につながったもの

と思われる。検定結果は、2009年 は受験者の3級 合格

率が87.4%、2級 合格率が68.1%、2010年 は3級 合格

率が85.9%、2級 合格率が63.3%で あった。

4.2.学習活動による成果

第3章 で紹介 した各回の「学習目標チェックシー ト」

と 「確認 くんプログ」か ら考察できることは、最終 目

標を外部評価の 「検定合格」 と設定 したにもかかわ ら

ず、学生は具体的な内容をふ りかえることにより、検

定結果以上の学習成果 を認識 したことである。「学習 目

標チェ ックシー ト」 と 「確認 くんプログ」によって、

学生が 「検定合格」 とい う最終 目標ではない学びのプ

ロセスを可視化することができた。つま り 「検定合格

率」からは見えない部分が明らかになり、「検定合格率」

だけが 「成果」ではないことが示唆された。

さらに、授業で学んだことをアルバイ トな どの学外

で実践することによ り、学生が 「学び」を実感できる

ことも明確になった。学習内容が授業外の実践の中で

使えるとい うことに関する学生の興味は非常に大きく、

「社会を意識 したコミュニケーション」に関心を持っ

ていることがわかる。

また、「日本語表現」の 「話す ・聞く」で学んだこと

は、他の初年次必修科 目である 「フレッシュマ ンセ ミ

ナー」での 「インタビュープロジェク ト」や、晴 報活

用」における 「プ レゼンテーシ ョン実習」にも役立っ

たもの と思われる。 このような科 目間連携によ り、検

定試験を目標に した知識偏重の内容にとどまらず、学

習内容 を活かすための貴重な実践の場を作ることがで

きる。一つの科 目で学んだ内容は他の科 目において実

践することによって活か され、学生 自身のスキル とし

て定着することになる。

43.今 後の課題 ～新カリキュラムを見据えて～

2011年 度入学生か らの新カ リキュラムにおいては、

「卒業生の質保証」として3つ の項 目が明確に打ち立

てられた。それぞれ、1)リ ベ ラルアーツ型教育におけ

る専門性を身につけている、2)社 会人基礎力を身につ

けている、3)上 記二つを統合 し、ひろく一般か ら認め

られる 「就業力」を身につけていることを目に見える

形で実証できる、である。さらに3)に ついては 「課題

(①就職、②大学院合格、③ コンテス ト入賞等)を 達

成するために、初対面の相手(外 部評価員)に5分 間

のプレゼンテーシ ョンと20分 間の質疑応答を行い、課

題を達成できると判定される」 と具体的な実践項 目が

学生に課せ られることとなった。

この卒業時のプ レゼ ンテーシ ョン能力の 目標達成の

ためには、4年間を通 したあらゆる授業での取 り組みが

必須である。「日本語表現」とい う科 目が閉講になるこ

ととなったことも、 日本語表現能力は1つ の科 目のみ

において習得できるものではなく、4年間のカ リキュラ

ム全体において、あらゆる授業の中で育成 してい くも

のであるとい う考えによる。2011年 度からの新カ リキ

ュラムにおいては、必修コア教育科 目として、1～2年

次に 「キャリアデザイン」、3年 次に 「ゼ ミナール」、4

年次に 「卒業研究」を設置 し、4年 間を通 した就業力育

成を念頭においたキャリアデザイン教育が実施 される

が、こうしたコア科 目だけでは学生の学習成果 を期待

す ることは難 しい。学生の就業力育成のためには、「確

認 くんプログ」の振 り返 りでもわかるように、毎回の

授業での一つ一つの学びを明確 にし、それが社会で役

に立つ とい う実感を積み重ねることで学習意欲 を高め

ることと、全学をあげて科 目間の連携 を密にした教育

によりそれがさらに身についていくとい う4年 間の学

びの設計が必要であると思われ る。

また、2011年 度か らは、プレゼンテーシ ョン映像を

定期的に記録 し蓄積 ・評価を経て能力向上へっなげて

いく 「映像ポー トフォ リオ」の取 り組みが始まる。 こ

れはプ レゼンテーシ ョンの学習プロセスの 「可視化」

にあたる。前節で述べた通 り 「目標達成シー ト」や 「確

認 くんプログ」から学習プロセスの 「可視化」が可能

となったように、学習プロセスの 「可視化」はキャリ

ア教育には欠かせないものであると思われる。
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5.お わ りに

本学にて2007年 度から始まった 「日本語表現」科 目

は2010年 度をもって閉講 となる。 しかし、その実施を

通 して得 られた学生の学びや気づきのコメン トな どか

らは、今後就業力育成のためのキャ リア教育に活かす

ことのできる結果が多 く得 られた。

プ レゼンテーション能力ひいては就業力の育成のた

めには、学生の 「学外活動」を念頭においた授業運営

を考え、コア教育科 目で学んだ基礎的な知識を他の科

目で実践す るとい う連携を4年 間のカ リキュラムに埋

め込むことが必要であると考えられる。

..

本稿は大手前大学初年次必修科目、特に 「日本語表

現」に関する取り組みについて考察したものである。

本稿の執筆にあたり多大なる助言を賜った奥田雅信准

教授、および授業を立案されたコーディネーターや担

当された非常勤講師と専任講師など本取り組みに携わ

ったすべての方々に謁憶 を表します。

Appendix)

1)「 確認 くんプログ」での振 り返 り内容の例

【授業内容について】

[第1回 話 しことばの特徴]

・日本語って難 しいなあと感 じま した。

・話す とい うことはコミュニケー シ ョンの第一歩

であり、重要なのだとよくわかった。

[第2回 あい さつや受け答 え、 自己紹介]

・挨拶について学んだ。お辞儀の仕方については、

通常の挨拶な ら15度 な ど、知 らないことばかり

で勉強になった。最近、挨拶はお辞儀の前か後か

思い出せなかったので、先言後礼 とい うのを改め

て知ることができた。

・自己紹介 とあい さつや受け答えの仕方 について

勉強 しました。就職のために必要なので しっかり

覚えたいです。

[第4回 話す時のポイ ン トと良い聞き方]
・今まで授業や人の話をきくときは 「聞 く」だった

気がするので、これからは 「聴 く」ようにしよ う

と思 う。

・今回は話す時のポイン トと聞き方について学び

ま した。話 し手は聞き手に伝わるように話 し、聞

き手は話 し手の話 している内容 をしっか りと聴

くことが大切だ と思いました。次回の第1タ ーム
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末テス ト、頑張 ります。

[第6回 豊かな表現方法]
・今 日は言葉の選び方 ・表現の方法とい う内容だっ

た。主に、主語や述語の配置の仕方、同音語 ・類

音語、助詞の使い方、副詞の呼応などの言葉のつ

なぎ方、などについて学んだ。期末の試験に向け

て、覚えるべき慣用句 ・ことわざ ・四字熟語はた

くさんある。あ と、今 日は初めて、 日本語の リス

ニングを行った。今までの経験でも、日本語の リ

スニングは珍 しい経験だと思 う。

[第7回 正 しい敬語表現]
・ 「場面に応 じて慣用句、ことわざ、四字熟語を選

択 し、話 しことばに適切に盛 り込むことができる

よ うになる」は、大体出来ると思 う。だが、敬語

が苦手なので しっか り勉強 しなければと思った。

[第8回 状況に応 じた適切な敬語表現]
・敬語 を使 うとき、 「自分側」、「相手側」 をしっか

り把握 しておきたい。

[第9回 さまざまな場面での敬語表現1
・少 しずつ尊敬語、謙譲語、丁寧語、美化語を区別

できるようになってきた。仕事場にふさわしい敬

語表現がわかるようになった。

[第10回 電話対応 と自己PR]
・コミュニケーシ ョンでの大事なことがわかった。

変に相手を意識 しすぎると自分が緊張 して しま

い、相手も緊張して しまうので落ち着 くことが大

切だと思った。

・今回は、一応テキス トの最終章である 「話 し言葉

の実際」について学んだ。扱った内容 としては、

「電話」と、「自己PR」 などについてだった。ち

なみに自己PRのPRと は、パブ リック ・リレイ

シ ョンズ(PUblicRelations:公 的な交渉)の 略ら

しい。 自己PRで は、 自分を客観的かつ論理的、

具体的に話すことが重要である。電話に関しては、

思った以上のマナーの多さに少 し驚いた。

・電話では、相手の顔が見えないから良いのではな

くて、いないからこそ しっかりと話をしないとい

けないことが分かった。

[第12回 「話 しことば検定」模擬試験]
・模擬試験で簡単なミスが多かったので、きちんと

本番までに対策 しておきたい と思います。

・思っていたよりできていた事に驚きです。できた

所 とできなかった所がはっきりしていま した。揆

音みたいな所ができていなかったです。
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[第13回 検定対策]
・第2タ ーム末テス トが返ってきたのですが、尊敬

語や謙譲語 をもう一度復習す るべきだな と思い

ま した。あと、リスニングのカ ももう少 し付ける

べきだとも思いました。

[第14回 総復習]

・今まで学んだ ことをこれか らどうやって活かそ

うか とい うことを考える機会があ り良かった と

思っています。

・今までの ことを無駄 にせず に広 げてい きたい と

思います。

[第15回 「話 しことば検定」受験]
・テス トだったので、合格 したとかどうかわかりま

せん。落ちた としても話 し言葉検定は一生涯 もの

です。

卜 分間スピーチについて】

・ス ピーチ(?)を するのって実は難 しい ことなんだ

なあと思いま した。私はあが り症なので、これか

らの為にも克服できるように頑張 りたいです。

・まだ 自己紹介 してない けどやった人のを参考に

します。 自己紹介のとき紙みて話 してるので見ず

に前向いて自己紹介できるようにします。

・大きな声で言 うことに気をつけてス ピーチをし

たけ ど録音 してみ ると声は小 さめだったので次

はもっと大きな声で!

・自分の発表の中で、○○さんの聴 く姿勢を見習い

たい、と感 じま した。今までは、視線があると余

計に緊張す るので好きではなかったのですが、や

さしい表情、目線 向けて聴 く、とい う姿勢は、発

表す る側 に とっても何 となく落 ち着 くものだ と

感 じました。自分も人の話を、表情を付けて聴 く

姿勢、とい うものを身につけたい と思いま した。

・今回心に残 る一冊の発表が回ってきました。緊張

しま したが とりあえず詰ま らず には言 えた と思

います。ただ逆にさらっとしすぎたため、先生か

ら頂 いたア ドバイスをよく考えて改良 したい と

思います。

・ス ピーチの時、声に笑顔 をと言われて 自分の欠け

ている部分は良 くわかったけれ ども、なかなか上

手 くいきません。でもこの機会にボソボ ソ話す こ

とを克服 したいです。先生みたいにいっも楽 しそ

うに話せ るようにな りたいです!

・検定のスピーチの対策を して、私は2級 を受けな

いので発表はしなかったのですが、発表者に先生

がコメン トをしていたことで、私自身にも参考に

なることがあったので、自分が発表する機会があ

れば活か したいなと思いま した。

・発表中は、伝わ りやすいよう大きく、はっき りと

した発声を心がけた。本番でも声を出していきた

い。

・今 日は2級 の話 し言葉検定を受 ける人のスピーチ

を聞きま した。私は受けないが、文章を覚えよう

とするのではなく、伝えたいことを出し切ること

が大切なんだ と感 じました。今度英語で文章見ず

に発表 とい うのがあるので、そこで活かせればい

い と思いま した。

・急遽、「冬休み」のことについての1分 間スピー

チをす ることになり、焦 りま した。 しかし、なん

とかスラスラと皆に聞こえる声でス ピーチす る

ことができたので良かったです。

2)最 終授業時の振 り返 り内容の例

【「話す ・聞 く」の内容に関するコメン ト】

・ 正 しい 日本語の使い方

・ 相手の発言を聴 くことを学んだ

・ 自分の意見を相手に うまく伝えること

・ 言葉のキャッチボールについて学んだ

・ アイ コンタク トを学んだ

・ 「書 く」と 「話す」の違いを学んだ

・ 文字 として具現化することのむずかしさ

・ 検定 とい うわか りやすい目標がよかった

・ 人 との信頼関係のための言葉

・ あいさっの大切 さを知った

【「日本語に対する気づき」に関す るコメン ト】
・ 日本語の持つ奥深 さを知った

・ 日本語の大切 さを知った

・ 日本語の素日青らしさ、面白さを学んだ

・ 日本語の種類の多 さへの驚 き

・ 日本語の難 しさ

【「学習態度」に関するコメン ト】

・ 出席の大切 さ

・ 遅刻や欠席 をせずに頑張れた

4件

3件

3件

2件

2件

1件

1件

1件

1件

1件

13件

1件

1件

1件

1件

牛

牛

イ

イ

4
占

-
⊥

・ 課題をす るのが大変だったが、カがっいた1件

・ 生活習慣を見直すきっかけとなった1件

・ 知識よ りも達成感を味わった1件

・ 少 し自信を持っことができた1件
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